
応用分野
Develop

研究
内容

論文・解説など

連絡先HP

[1] K. Temma, R. Oketani et al., Nat. Methods, 21, 889-
896 (2024)

[2] K.Temma et al., Opt. Express, 31(17), 28503-28514 
(2023)

[3] K. Temma et al., Opt. Express, 30(8), 
13825-13838 (2022)

超解像顕微鏡は従来の光学顕微鏡の空間分解能を超えた
観察を可能とする技術であり、様々な光学的工夫を用い
て開発されています。しかし共通して、試料表層付近で
しか機能しないという課題があります。これは焦点外か
らの背景光や試料の屈折率変化による収差が原因です。
私は非線形な蛍光応答による背景光の抑制や、補償光学
による収差補正を用いることで、これらの問題を解決し
生体内部の観察が可能な超解像顕微鏡の開発を行ってい
ます。
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生体内部の観察に向けた超解像顕微鏡の開発
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ブルー相液晶は、光学的等方性と高速応答性を備えた機
能性液晶ですが、従来は複屈折変調量の小ささと高駆動
電圧が課題とされてきました。本研究では、強誘電性ネ
マティック液晶（FNLC）をブルー相ポリマーネットワー
クに注入し、強誘電性を保ったまま三次元構造を構築・
固定化することで、新たな液晶材料「BPPT-FNLC」を
実現しました。本材料は、0.1 を超える大きな複屈折変
調とサブマイクロ秒の高速応答を、低電圧で達成可能で
あり、次世代の高速・高効率な光変調素子への応用が期
待されます。
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強誘電性と三次元構造の融合による
高機能液晶材料の創出
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